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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本ねじ研究協会（JFRI）及び

一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があ

り，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本産業規格          JIS 
 B 1061：2020 
 (ISO 898-3：2018) 

炭素鋼及び合金鋼製締結用部品の機械的性質－ 

強度区分を規定した平座金 

Mechanical properties of fasteners made of carbon steel and alloy steel- 

Flat washers with specified property classes 

 

序文 

この規格は，2018 年に第 1 版として発行された ISO 898-3 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，JIS B 1051 及び JIS B 1052-2 で規定する強度区分のボルト，小ねじ，植込みボルト及びナ

ットによるねじ締結体に用いる平座金の機械的及び物理的性質について規定する。 

注記 1 これらのタイプの座金は，おねじ自身ではめ合うめねじ山を成形するおねじなど，他の締結

用ねじ部品にも使用することが可能である。 

この規格の要求事項に適合する座金は，10～35 ℃の環境温度範囲で評価するので，高温及

び／又は低温では規定の機械的及び物理的性質を満足しないことがある。 

注記 2 この規格で規定するおねじ部品は，－50 ℃〜＋150 ℃の温度範囲で使用する。－50 ℃より低

い温度及び＋150 ℃を超えて＋300 ℃までの温度範囲については，個々の適用状況に対して適

切な選択を行うために，締結用部品の材料の専門家から必要に応じて助言を得ることが可能

である。 

この規格は，厚さ 0.2 mm～12 mm の炭素鋼又は合金鋼で作られた，次の組込み用及び非組込み用平座金

にも適用する。 

－ 平座金（ギザ付き，リブ付き又は面取りの有無を問わない。） 

－ 角座金 

－ 角穴座金 

－ 成形プレート 

次の特性の要求事項は，規定しない。 

－ 耐食性 

－ 溶接性 

注記 3 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 898-3:2018，Mechanical properties of fasteners made of carbon steel and alloy steel－Part 3: Flat 

washers with specified property classes（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”


